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2016年 (ねん)に始 (はじ)まった自然 (しぜん)科学 (かがく)系 (けい)技術部 (ぎじゅつぶ)の地域 (ちいき)貢献 (こうけん)活動 (かつどう)は、
今年度 (こんねんど)で第 (だい)9回 (かい)を迎 (むか)えます。

今回 (こんかい)は石膏 (せっこう)を使 (つか)って型 (かた)を作 (つく)る体験 (たいけん)ができる工作 (こうさく)教室 (きょうしつ)を開 (かい)催 (さい)します。

実際 (じっさい)に大学生 (だいがくせい)が使 (つか)っている実験室 (じっけんしつ)で、夏休 (なつやす)みに楽 (たの)しくものづくりを

してみませんか？


食品 (しょくひん)てんか物 (ぶつ)のアルギン酸 (さん)ナトリウムを使 (つか)った型取り材 (かたどりざい)に、石膏 (せっこう)を流 (なが)し固 (かた)めて自分 (じぶん)の手型 (てがた)を作成 (さくせい)しよう。

粉 (こな)と水 (みず)を混 (ま)ぜたり、石膏 (せっこう)が固 (かた)まる様子 (ようす)を体験 (たいけん)できるよ。混 (ま)ぜ具合 (ぐあい)や、動 (うご)かずに待 (ま)てるかどうかなどにより、

うまく手型 (てがた)にならなかったりすることもありますが、お子 (こ)様 (さま)の成長 (せいちょう)記録 (きろく)とお受 (う)け取 (と)りください。

（※本 (ほん)テーマは保護者 (ほごしゃ)の方 (かた)と一緒 (いっしょ)にご参加 (さんか)ください）


博物館 (はくぶつかん)などで複製 (ふくせい)とかレプリカと書 (か)かれたパネルを見 (み)たことはありませんか？

本物 (ほんもの)かと見間違 (みまちが)うほどの複製品 (ふくせいひん)（レプリカ）は実物 (じつぶつ)に代 (か)わる資料 (しりょう)としてとても大事 (だいじ)なもので、

その技 (ぎ)術 (じゅつ)はいろいろなところで活用 (かつよう)されています。

今回 (こんかい)は、身近 (みじか)なもので型取 (かたと)りとレプリカ作製 (さくせい)に挑戦 (ちょうせん)してみよう。
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